
① ② ③
課題・目標・取組方針【１．（２）】 課題・目標・取組方針【１．（２）】 課題・目標・取組方針【１．（２）】

５年以内に実施する取組内容【２．（１）】 ５年以内に実施する取組内容【２．（１）】 ５年以内に実施する取組内容【２．（１）】

複数の課題・目標を一体的に進める事項（相乗効果や副次的効果についての簡単な解説を含む）【１．（３）①】
・自然エネルギーの創出 → 新たなビジネスの創出
・環境保全型農業の推進 → ブランド化による農業振興
・地域経営の拠点づくり → 福祉、生活サービスの提供
・こうち健康・省エネ住宅の普及 → 木材需要に林業振興

c.

環境未来都市提案書概要（様式２）

b.エネルギーの地産地消の仕組みの普及

c.こうち型の環境保全型農業の確立、普及

a 集落活動センターを核とした環境、超高
齢化社会に対応できる中山間の郷づくり

b「小規模多機能支援拠点（あったかふれ
あいセンター）」の整備促進

c.高齢者が快適に生活できる住環境づくり

f.

＜分類＞雇用
＜課題・目標＞
　課題：本県の中山間地域では、産業の不振
に伴う雇用の場の減少により、若者の地域
外への流出で歯止めがかからず、地域づくり
を担う人材、産業を再興するための人材など、
担い手不足が深刻になっており、将来的には
消滅集落の出現が危惧される。
　
目標：本県の強みである自然環境や文化資源
を活用し、都市部との体験型交流を通じた高
知のファンづくりを推し進め、リピーター、長期
滞在、季節滞在などの二地域居住へ繋げ、さ
らに移住、定住へと結びつける高知県特有の
仕組みづくりを行うことで、地域外からの人材
の流入を図り、人づくりに繋げていく。

＜取組方針＞
（移住）
・移住コンシェルジュの配置などのフォローアッ
プ体制の充実・強化
・地域受け入れ基盤の整備
・都市部への効果的な情報発信の推進
・実践的な研修を支援する研修支援事業の実
施
（雇用促進）
　・高知県産業振興計画の更新【H24～H27】
（平成23年度）による中山間地域の産業づ
くりの推進
　・環境・超高齢化対応による（１）～（４）の施
策の推進【H24～H28】

a.地域の自然や環境資源活かした都市部
との交流促進と高知型二地域居住の確立

目指すべき将来像【１．（１）】：高齢化が全国に比べ先行している本県の中山間地域において、自然・環境と調和、共生しながら、だれもが一定収入を得て豊かで、
快適に暮らしていける持続可能な「理想の郷（桃源郷）づくり」を目指す。
 解説：　本県は、全国と比較して、高齢化で１０年、人口減少で１５年先行していると言われており、特に中山間地域ではその傾向が顕著。その一方、本県は、温
暖な気候に加え、豊富な自然に満ち溢れており、「環境」を有効的に活用による発展性に大きな可能性を秘めている。こうした本県を取り巻く状況を踏まえ、本県の
強みとなる自然環境と調和、共生しつつ、懸案となっている超高齢化社会に対応した取組を進めることで、地域住民が健やかに安心して安全に生活できる仕組み
と、地域の将来の担い手となる若者層の雇用と移住・定住を生み出す仕組みを作り上げ、だれもが、豊かで快適に暮らすことができる持続可能な中山間地域の
「理想の郷（桃源郷）づくり」を進め、その成功モデルを全国に普及展開していく。（豊かさ・・・雇用、経済力向上、快適・・・健康、安心・安全・利便性の向上）

＜分類＞環境
＜課題・目標＞
課題：本県は、全国でも優位な自然条件
（全国一の森林率による豊富な森林資源、
全国トップクラスの日照時間や年間降水
量等）を有しているが、この強みを生かし
た新エネルギーの導入が十分に進んでい
ない。

目標：本県が持つ強みを活かした新エネ
ルギーの導入を促進することで、地球温暖
化対策に寄与するとともに、産業の振興や
中山間地域の活性化につなげる。

＜取組方針＞
・地域の資源（高知県の強みである自然条
件等）を生かした新エネルギーの導入促
進
・県内企業、地域住民、ＮＰＯ法人、市町
村等が主体的になった新エネルギー導入

※２．（１）①取組内容のみ記載すること
※再掲可

＜分類＞ 超高齢化
＜課題・目標＞
課題：本県の中山間地域では、人口減少や高齢化
の進行に伴う担い手不足が深刻となっており、その
結果、草刈り等の共同作業や、冠婚葬祭、祭、伝統
行事などのコミュニティ活動が衰退するとともに、地
域住民が福祉、生活、医療等の必要最小限のサー
ビスも十分に受けられないケースが見られる。
目標：人口減少や超高齢化が全国と比較し１０年以
上も先行している本県の中山間地域で暮らす高齢
者等の住民が、豊かな自然環境のもと、豊かが実
感でき、生き生きと快適に、かつ安全に安心して暮
らしていける先導的な仕組みを創り上げ、その取組
を、「高知県モデル」として全国、さらに世界に発信
する。

＜取組方針＞
（集落活動センター）
・モデル地区の設置によるセンター機能の確立
・モデル地区を参考とした全市町村への普及
・専門家等の派遣による体制づくり【H24～26】
（あったかふれあいセンター）
・集いの場への送迎や高齢者等の不安を取り除くた
めの「泊まる」機能など地域のニーズに応じたサー
ビスの提供
・訪問・相談活動などを充実強化、要援護者の早期
発見、見守り支援ネットワークづくりなどの活動の推
進
・地域の生活課題に対応した新たな支え合いの仕
組みづくりと、その活動拠点としての支え合い活動
の推進
・地域福祉コーディネーターやスタッフの体制整備と
その育成、住民や関係機関との官民協働の運営体
制づくり

a.自然エネルギーの導入拡大に向けた仕
組みづくり

f.

b.高知型二地域居住から移住・定住に繋ぐ
支援体制づくり
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e.

f.

d.

e.

雇用創出（担い手の確保）


